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　　　　判決文の 表現
一 レ トリ ッ ク理論を活用 して 一

平野 　敏彦
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　 レ トリ ッ ク は 、 古 代 ギ リシ ア ・ ロ
ー

マ に お い て 誕 生 した 論証 ・表現 ・口 演

を 含 む 弁論 （演 説 ）パ フ ォ
ー

マ ン ス の
一

大技術 （ars ）体系 で ある 。 も とも と弁論

家 が 行 う法 廷弁論 が そ の 中心 的 関心 事

で あ っ た
1）

。 法律学は、 徹頭 徹尾 、言 葉

の 使い 方 ・使われ 方が 中心 を 占め る学 で

あ り、 術で あ る 。
こ の 本質 は 、 今 も昔 も

変わ らない と思わ れ る 。

　本稿で は 判決の 犯罪事実が 記載 され て

い る部分に つ い て 、

一
つ の 事実に 対する

多様 な表現 が成 り立つ 様子を なが め て み

る こ とに した い 。

　ある殺人事件 につ い て の 次の よ うな二

つ の 叙述が あ る 。

［A ］被 告 人 は 、 昭 和 28 年 9 月 頃 か ら、

　 料理 屋 W の 接客 婦 リ リー
こ と E 女

　 と馴 染み に な り、 や が て 夫婦約束 ま

　 で した 。 しか し、遊 興 の ため 多額 の

　 借財を 負い
、 両親か らは右 E との 交

　 際を絶 つ よ う迫 られ た。 昭和 30 年

　 2 月 に は 、 当時勤め て い た 印刷所 か

　 ら小切手等 を横領 し、退職 した 。 同

　 年 5 月、被告人 は E に 別れ話を持 ち

　 か け た が 、 同女 は こ れ に 応ぜず 、 心

　 中 した い と言い 出 した 。 被告人は 熱

意 に 動か され て しぶ しぶ そ の 相談 に

乗 っ た が 、 3 日後 、 同女 と紀州南 端

の 山中に赴 い た と きに は 、 心 中の 気

持 は消 え て い た 。 しか し、追死 す る

つ も りで あ る よ うに 見せ か け、 あ ら

か じめ 買い 求め て 用意 した 青化 ソ
ー

ダの 致死量 を E に 与えた と こ ろ 、 同

女 は こ れ を の み くだ し 、 そ の 場で 中

毒死 した 。

［B ］被 告 人 は、 料 理 屋 の 接 客 婦 K と馴

　　染 み に な り夫婦約束まで したが、 遊

　　興の ため 多額の 借財を負い 、 両親か

　　ら K との 交 際を絶 つ よ う迫 られて 、

　 K を重 荷 に感 じ始 め、別れ 話 を持 ち

　　かけたが 、 K は こ れ に応 じず 、 心 中

　　す る こ と を 申 し出た 。 被告人 は 、 K

　　につ られ て渋々 心 中の 相談 に乗 っ た

　　が 、 3 日後、 もは や心 中す る気持ち

　　が な くな っ て い た に か か わ らず、K

　　を伴 っ て 山中に 赴 き 、 真実 は その 意

　　思がな い の に追死 する もの の よ うに

　　装い 、予 め買い 求め て携帯 して きた

　　青化ソ
ー ダ致死 量 を K に 与え て 嚥

　　下 させ 、即 時 同所 に お い て 、青化 ソ ー

　　ダの 中毒 に よ り K を死亡 させ た 。

　こ れ らはr刑法判例百選 H 』（有斐閣）か

らの 引用で あ る。
二 つ の 叙述 か ら読み 取

れ る事件の 大筋　　二 人で 心 中す る こ と
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に な っ て い た が 、 女性だ けが死 に 、 男性

は 死 な な か っ た　 　は変 わ らな い も の

の 、 細部に つ い て は微妙な表現上 の 差異

が あ り 、

一
つ の ス ト

ー
リ

ー
と して の イ

メー ジ が鮮 明 に 結ば な い 箇所 が 出て く

る 。 同 じ資料を用 い な が ら 、 執筆者 に よ っ

て 事実 につ い て の 叙述表現 が異 な る例 と

して 興 味深 い 。

　両者 を い くつ か の 点で 対比 す る と 、 次

の とお りで ある 。

  被害者名 は ：

［A ］E 女

［B ］K

  相談 に乗 っ たの は ：

［A ］熱意 に 動か され て しぶ しぶ

［B ］K に つ られ て 渋々

  心 中の 気持 ちは ：

［A ］3 日後 、 同女 と紀州南端の 山中に 赴

い た ときに は 、 心中の 気 持 は 消 え て い

た

［B ］3 日後、 もは や心 中す る気持ちが な

くな っ て い た に か か わ らず 、 K を伴 っ

て 山中に赴 き

  追死の 誤信 は ：

［A ］追死 す るつ も りで あ る よ うに 見せ

かけ

［B ］真実は そ の 意思 が な い の に 追死 す

る もの の よ うに 装い

  殺害行為 は ：

［A ］ 青 化 ソー ダの 致死 量 を E に 与 えた

と こ ろ、 同女 は こ れ を の み くだ し 、 そ

の 場で 中毒死 した

［B ］青化 ソー ダ致死量を K に 与え て嚥

下 させ 、即 時同 所 に お い て 、 青化 ソ
ー

ダの 中毒に よ り K を死亡 させ た

別 冊 ジ ュ リス ト r判例 百 選』 シ リ
ー ズ

は 、 法学部や 法科大学院に おけ る法律学

の 学 習 の 際 に用 い られ る補 助 教材 で あ っ

て 、

一
つ の最高裁判所の 判決 （最高裁以

外の 裁 判所 の 裁判例 も
一

部含 ま れ て い

る）を 百程度選び 、 その 判決の 対象 とな っ

た事件の 「事実の 概要」、 判決文か らの 引

用 ・ 抜粋で ある 「判旨」、 執筆者に よ る「解

説 」 の 3 項 目を 見 開 き 2 頁 に 収 め た もの

で あ る 。 執筆 者 は当該分野の 研究者 （大

部分は 大学教員 だが 、

一
部 、 実務家 もい

る）で 、 数年毎 に改訂 され 、 判例 の 入 れ

替えや 、執筆者の 交替があ る 。

　 こ の 判 決は 「偽装心 中と殺 人罪 」とい う

見出 しで 掲載 され 、 ［A ］は第 3 版 （1992

年）・第 4 版 （1997 年）の もの （松尾 浩也

執筆）で、 ［B ］は第 5 版 （2003 年）・第 6

版 （2008 年）の もの （中森喜彦執筆）で あ

る 。

　百選 の 執筆者が依拠す る資料 ・情報源

は 、 主 と して 公 式判例集 に 登載 され た判

決文で あ る 。 本稿 で採 り上げた事件の 原

典 は 、 最 高裁判所 第二 小 法廷が 昭和 33

年 11 月 21 日に 下 し た 判 決 で あ り 、
『最

高裁判所刑事判例集』 12 巻 15号 3519 〜

3531頁に収録され て い る （第
一

審 ・第二

審判決 も登載）。

　対象 と な る 事件 の 発生 は 昭和 30 年 5

月 26 日で あ っ た 。 殺人 業務上 横領被 告

事件 と し て 起訴 され 、 同 7 月 11 日に第

一審和歌 山地 裁 田辺 支部 判 決 が懲役 8 年

の 有 罪判 決 を下 した 。 こ れ に対 して 上 訴

が な され 、 昭和 31 年 5 月 9 日の 第二 審

（控訴審）大阪高等裁判所判決で 刑期が 懲

役 6 年 に 減 じ ら れ 、 さ らに 昭和 33 年 11

月 21 日の 第三 審 （上 告審）最高裁判決で

高裁判決の とお り懲役 6 年の 刑が確定 し

た 。
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　公式判例集に登 載され る判決は先例の

意味を有す る もの で あるが 、 判例集編集

委員会に よる と、 こ の 判例は

1．被害者 の 意思 の 瑕疵 と刑 法 第 202条

　 の 嘱託 、 承諾

2 ．偽装心 中は殺人罪に あた るか

の 2 点 に つ い て 、

L 被害者の 意思が 自由な真意 に基づ か

　ない 場合は刑法 202条に い う被害者 の

　 嘱託 ま た は承 諾 と して は 認 め られ な

　 い
。

2 ． 自己に追 死の 意 思が ない に 拘 らず被

　害者 を殺害せ ん がため 、 こ れ を欺 罔 し

　追死 を誤 信 させ て 自殺 さ せ た所 為 は、

　 通 常 の 殺 人罪 に 該 当す る 。

とい う判断を示 した もの とされ て い る 。

こ の 2 点の 判示 事項に つ い て 、 先例的意

義 を有す る こ とに なる 。

　以 上の よ うに 、 こ の 判決の 主眼 は 、被

告人の 行為が （普通 ）殺人罪 に 当た るか 、

同意殺人罪に 当た る か とい う問題 に 対す

る 判 断の ガ イ ドラ イ ン を示 し た 点 に あ

る 。

2

　通 常の 法律学習で は 、 この 判例を素材

と し て 、 実際に 起 こ っ た 犯罪 の 具体的な

事実関係を前提 とし 、 殺人罪 の 条文の 適

用例 を通 じて 、 殺人 罪 と同意 殺人罪の 差

異を学ぶ 。 い わば 、 条文の 解釈 ・適用の

例 題 と して学 ぶわけで あ る 。 本稿 で は 、

そ の 判 例 の 法的思 考 ・法的論理 の 部分に

照 準を あわ せ る通 常の 分析で はな く、表

現 面に照準 を合わせ て 分析 したい 。

　 ［A ］・ ［B ］二 つ の 「事実の 概要」は 、 次

の ［C］の 第
一

審判決の 「理 由」の 「罪 とな

る べ き事実」 の 記述に 依拠 して 書か れて

お り、お そ ら くそれ 以 外の 情報 は使用 さ

れ て い な い と推測され る 。

［C］被告人 は昭和 23 年 ll月 頃か ら田辺

　 税務署に雇 と して 採用され徴収管理

　　係 と して 同署 に 勤 務 し 、 同 29 年 7

　　月 1 日新宮税務署に 転勤 した が同年

　　 9 月 末退 職 し、 同年 12 月 中旬頃 よ

　　り同年 2 月 末まで 田 辺市紺屋町 112

　　番 地 有限会社 永井 印刷所 （代表社員

　　永井芳蔵）に傭わ れ帳簿の 記人 、 納

　　税等 の 諸業務 に従 事 して い た もの で

　　あるが

　　第 1、 昭 和 28 年 9 月 頃 か ら田 辺 市

　 　上 屋 敷 町 94番地 料 理 屋 若 柳 こ と村

　　上鶴吉方接客婦 リリー こ と小森恵美

　　子 （当 22 年）と馴染 とな り遊興を重

　　ね る 中、 同女 との 間 に夫婦約束 まで

　　出来た が、他 面右若柳 に 対 し十数 万

　　円、其他数ケ所か らも数十万 円の 借

　　財を 負 うに至 り 、 両親 か らは 恵美子

　　との 交際を絶つ よ う迫 られ 最近に 至

　　り自らもよ うや く同女を重荷に感 じ

　　始 め、 同女 と関係 を断ち過去の放縦

　　な生活を
一

切清算 しよ う と考 えそ の

　　機会の 来 る の を待つ て い た と こ ろ遂

　　に 同 3 年 5 月 23 日頃 同 女に 対 し別

　　れ話を持 ち掛け た が同女は 之に応ぜ

　　ず心 中を 申出で た為め 困 り果て 同女

　　の 熱意 に 釣 られ て 渋 々心 中の 相談 に

　　乗つ た もの の 同月 26 日頃 に は最早

　　被告人 の 気が変 り心 中す る気持が な

　　くなつ て い た に拘 らず同 日午後 3 時

　　頃 同女 を伴つ て 和 歌 山県 西 牟婁郡 三

　 川村大字高原番地不詳通称焼尾谷山

　　中の 東滝附近 に赴 い たが 同女が 自己

　　を 熱愛 し追死 し て くれ る もの と信 じ
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　　て い る の を奇貨 と し同女を の み 毒殺

　　 し よ う と企て 真実 は 追死 する意思が

　　な い の に追死 す る もの の 如 く装い 同

　　女を して其旨誤信せ しめ予 め 買求め

　　携帯 して きた 青化 ソ
ー ダ致死量 を同

　　女 に 与 えて 之 を嚥 下 させ よつ て 同女

　　を して即時同所に 於て右青化 ソ ー ダ

　　の 中毒 に よ り死亡せ しめ て 殺 害の 目

　　的 を遂 げ

　　第 2、 別紙
一

覧表記載の 通 り昭和 30

　　年 2 月 5 日頃か ら 同月 28 日頃 迄 の

　　間 前後 5 回に 亘 り永井芳蔵か ら納税

　　等の 為め 業務上預 り保管中の 小切 手

　　3 枚 （額面金額合計 105
，
000 円）及び

　　現金 合計 12
，
000 円 を 自己 の 遊興 費

　　に 充当す る 目的を以 て 田辺 市内に 於

　　て ほ しい ままに 之を 着服横領 した も

　　の で ある 。

「昭和 30 年 7 月 11 日和 歌 lll地 方裁判所

田 辺 支 部 判決 」 （最判 12 巻 15 号 3526−

3527 頁）

　 日本語 表 現 に お け る悪文 診 断の 分野で

定本的な位置を 占め 、 版 を重ね て い る 岩

淵悦太郎編著 r悪文』（日本評論社 、 初版

1960 年）にお い て 、 判決文は悪文の チ ャ

ン ピオ ン （75 頁）と呼 ばれ て い る 。 判決

理 由の 犯罪 事 実の 部分 で は、
一

連 の 行 為

の 連鎖を一 文で 途切れ ずに 書 くとい う慣

行に 忠実に 従 っ て い る 上記 ［C］は 、 悪 文

の 中で も「長 文病」の 症例 を示 して い る と

言 え よ う （起訴状 の 公訴事実の 部分で 、

検察官 も1司じ原則に 従 っ て い る ）。

　本稿で の 引用 に 際 して 、 縦書 きを横書

きに した の で 漢数字をすべ て 算用 数字に

改め たが （改行 と仮名の 大書き はそ の ま

ま）、 全文 で八 百数十字が 一
つ の 文 で 表

現され て お り、 読点の 数 も極端 に少 ない 。

　 ［A ］・［B ］の 記述の 相違点を、 ［C］と

対照 して 検討 して み よ う。

　  被 害 者 の 略 記 が E 女 と K の 二 種

類 あ っ た の は 、 小 森 恵 美 子 （Komori

Emiko ） の 姓 か名か の 違 い で あ っ た こ と

が判明する 。
「女」を付記す るの は 、 事実

の 概要 に お い て 、 登場人物が女性で あ る

こ とを示 す 必要 が あ る場 合 に用 い られ る

表記法 で あるが 、 かつ て は た とえば rE

子」の よ うに 「子 」が付記 さ れ る こ と も多

か っ た 。 また、 最近で は 、判決文か ら明

らか にな る本名 の イ ニ シ ャ ル で は な く、

A
、
B … （か つ て は 、 甲 、 乙 … も多か っ た）

を用 い る の が 一 般的で あ る 。 ち な み に 、

行為者 は 、 判決文なの で 、
「被告人 」と記

載さ れ て い る が 、 アル フ ァ ベ ッ トで 表記

する とき は 、 通例は 「X 」が用い られ る 。

　  ［C］の 「熱意 に釣 られ て 渋々」か ら 、

［A］は 「熱意」と 「しぶ しぶ 」を 、 ［B］は 「つ

られ て 」 と 「渋々 」 を抜 き出 して い る が、

［A ］が 「釣 られ て」を 「動か され て 」と変え

た理 由 も、 ［B ］が 「熱意 」を用 い な か っ た

理 由も推測がつ か ない
。

　  被告人の 気変 りが どの 時点で生 じて

い た か につ い て 、 ［C］「6 日頃に は最 早被

告 人 の 気 が 変 り心 中 す る気 持 が な くな

つ て い た に拘 らず」 か ら判 断す る と、 山

に 行 く前 の 段 階 と認定 して い る と思 わ

れ る の で 、 ［A ］の 「山中に 赴い た と き に

は 、心 中の 気持は消 えて い た」は ミス リ
ー

ディ ン グで あ る。 殺害に つ い て計画性が

なか っ た とい う印象を与え かね な い もの

で あ り 、 判決の 立場か らそ れ た事実の 叙

述に な っ て しま っ て い る 。

　  追死 を 誤信 させ た点に つ い て 、 ［C ］

で は 「同女が 自己 を熱愛 し追死 して くれ
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る もの と信 じてい るの を奇貨 と し同女を

の み 毒殺 しよ うと企て 真実は 追死する意

思 がない の に 追死 する もの の 如 く装い 同

女を して其 旨誤 信せ しめ」 とや や 詳 し く

表現されて お り、 特に 「同女を の み毒殺

しよ う と企て 」 とい う認定は、殺人罪 の

適用の成否に か か わ る 重要 な ポイ ン トで

あ るが 、 ［A ］「見せ か け」、 ［B ］「装い 」の

よ うに 両者 とも比較的簡単 に表現 され て

い る 。

　  殺害行為に つ い て 、 ［B ］は ［C］の 「死

亡 せ しめ て 殺害の 目的を遂 げ」 の 箇所以

外は 「中毒に よ り死亡せ しめて」とい う表

現 を 「中毒 に よ り K を死 亡 させ た」 と口

語 調 に変 え て は い るが 、使 役形 を使用 し

て 内容を ほ ぼ再現 して い るの に対 して 、

［A ］は rE に 与 えた とこ ろ 、 同女は …の

み くだ し 、

… 中毒死 した」 と単 なる 自然

の 時間経過の よ うな、 場合 に よ っ て は 被

害者の 死 亡に 被告人 が 関与 して い な い の

で は ない か と も読ませ る余地 の 残す表現

を 用い て い る 。

　 ［A ］・［B ］は同
一

の 資料を、 原典 の表

現をそ の まま踏襲せ ずに 微妙に 自己 の言

葉 で 置 き換え て お り、 い わ ば二 種類の 「要

約」 が あ る と言 っ て よい 。 そ して 、 要約

者 の 視点 ・ 立場の 違い や ね ら っ て い る効

果 の 違い が 表現 に反 映 され る こ とに な る

の で 、読者 に 提供 され る 情報 が 異な っ て

くる し、 読者 の読み 取 り方に も当然影響

を与 える 。 特 に 、   と  につ い て の ［A ］

の 叙述 に は 、 被告人の 動機や 行為 を描 く

の に殺人 罪 の 予 断を排 除 し うる よ うな表

現 が用い られ て い る よ うに見 え る 。

　 こ の 判決 が出た直後 から、 こ の 事件 に

つ い て 殺人罪の 成立 を認め る こ とは問題

で あ る とい う批判が あ り、 その 観点か ら

あ え て 選 ば れ た 表現 で あ る 可能 性 が あ

る 。 また、 ［B ］は ［A ］の 後を承けて執筆

さ れた もの で あるが 、 判例 ［C］の 立場そ

の もの を理解させ る とい う教育的配慮か

ら 、 改版の 際に 、 あえ て 表現 が 修正 され

た 可能性 もな き に しもあ らずで あ る 。

　 そ の ほ か 、 ［C ］で 目に つ く点 は 、
「最

近 に 至 り自ら もよ うや く同女 を重荷 に感

じ始め」の 「よ うや く」、 「過去の 放縦な生

活を
一

切清算 しよ う と考え」の 「放縦 …一

切精算」、
「機会の 来 る の を待つ て い た と

こ ろ 遂に 」の 「遂に」とい う評価的な言葉

の 使用で ある 。 客観的な事実の 描写が要

求 され る とこ ろで 、 こ の よ うに 裁判 官 の

道 徳的 ・倫理 的な評 価 の 表現 が 付加 され

る こ とは 、 刑事判決で は時折見 られる と

こ ろで ある 。 犯罪事実を叙述す る場合 に

も、 無味乾燥 な事 実 の 羅列 だけ で は な

く、そ の 事実連鎖の プ ロ セ ス を外 か ら見

る者の 視線を感 じさせ る よ うな 表現を組

み 込む こ とが 、 ス トー リー展開 に リ アル

感を もた せ る た め に も必要な の か も しれ

ない 。 また 、 こ の 種の 評価的 ・感情的な

表現の 混入が裁判官の 人間味が表出 した

と評 され る こ ともあ る が 、 これ が意図的

な もの で は な く 、 無意識的に 入 り込ん で

い る とすれ ば 、 客観的事実を描写す る と

い うジャ ン ル の 表現 活動の 本質に かかわ

る もの か も しれ ない
。

　 また 、 第
一

審判決に はな い が 、 第二 審

判 決 で 被 告人 の 供述調 書 の 以 下 の 部分

が 、 その まま引用 され てい る 。

以上 申 し上 げた よ うに 永 ら く恵美子

と交際 し、
一 時は結婚す る約束まで

して い たが 、 私の 過去の 素行を反省

し又 父母か らは私の 素行に つ い て兎
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角 責め られ勝 ち で あ り、私 も こ の 際

過去の すべ て の 経緯か ら清算 し更生

し 正 し い 道 を歩 も う と思 つ て い た

が、恵美子に別れ話を して も恵美子

が 私 と別れ る の は嫌や 、 何処で も連

れて行つ て くれ と云 い 、 若 しこ れが

で きな ければ一緒に 死 ん で くれ と申

す の で 、 私 も過 去の 経 緯 か ら脱却 す

る こ とが 困難で 実際は本当に 死ぬ る

気持 もな い の に 、 恵美子 に 対 し一 緒

に 死 ぬ る と云 つ て毒を飲ませ 、 同人

を 死亡せ しめ た こ とは非常 に悪 い こ

とで あつ た と自責の 念に た え な い
。

こ の 調書は 、 被告人本人が書い た 供述書

で は な く、 供述を検察官 が記録 した 供述

録取書な の で 、 発言を速記的に 記録 した

もの で は な く、 表現面か ら見る と検察官

とい うフ ィ ル ター を通 し た書き言葉様式

に 変換 が な さ れ て い る が 、
「別れ る の は

嫌や 」 とい うよ うな方言 を含 む話 し言葉

の 引用 は、 臨場 感 を必要 とす る叙述 の決

め手の 部分で 、 効果的に 使用 され る表現

テ クニ ッ クで ある 。

　以 上 、 裁判所の 判決文 とそれ に 依拠 し

て 書か れ た学者 の 文 章 を対 比 して 分 析 し

た結 果、視 点の 差異が表現の 差 異 とな っ

て お り、 逆に 表現の 差異 の 理由を考 え る

こ とが 視点の 差異 を浮か び上が らせ る こ

とに な る とい う こ とが 確 認 で きた と思

う。

3

　最 後に こ の 事件で 問題 に な っ た 条文の

適用 と裁判過程に つ い て 、 表現 とい う角

度か ら 、 簡単に 説明 して お こ う。

　 こ の 事件で は偽装心中が殺人罪 に該 当

す るの か、 そ うで な ければ 他の どの よ う

な犯罪に該 当す るの か が 、 争点にな っ て

い る 。 そ こ で まずそれ ぞれ の 犯罪類型に

つ い て 、 条文の 内容をみ て お こ う。

　第
一

審判決が 昭和 30 年の もの なの で 、

現行条文 と旧条文 を示 す （刑法は平成 7

年に 口語 ひ らが な書 きに表 記 が改 め られ

る ま で は 、 明治 40年 に 制定 され た文語

カ タカ ナ書 き法文が正 文で あ っ た）。

刑法第 199条 （殺人 ）

　〈 当時 〉 人 ヲ殺 シ タル者 ハ 死 刑 又 ハ 無

　　期若 クハ 3 年以上 ノ懲役二 処ス

　〈現行 〉 人を 殺 し た者 は 、 死 刑又 は無

　　期 若 し くは 5 年以 上 の 懲 役 に 処 す

　　 る 。

刑法第 202 条（自殺関与及 び同意殺人）

　〈 当時〉 人 ヲ教 唆若 クハ 幇助 シ テ 自殺

　　セ シ メ又 ハ 被殺者ノ 嘱託 ヲ受ケ若 ク

　　 ハ 其承諾 ヲ得テ之 ヲ殺 シ タル 者 ハ 6

　　月以上 7 年以下 ノ懲 役又 ハ 禁錮二 処

　 　 ス

　〈現行 〉人を教唆 し若 し くは 幇助 して

　　 自殺 させ 、 又 は人をそ の 嘱託を受け

　　若 し くは そ の 承 諾 を 得 て 殺 した者

　　は、 6 月 以 上 7 年以 下 の 懲役 又 は禁

　　錮 に 処す る 。

　202 条 に は、

「人 ヲ教 唆 シ テ 自殺 セ シ メ タル ＝人 を教

唆 して 自殺 させ た」自殺教唆罪 、

「人 ヲ 幇助 シ テ 自殺 セ シ メ タル ＝ 人 を幇

助 して 自殺 させ た 」自殺幇助罪 、

「被殺 者 ノ 嘱託 ヲ受 ケ テ 之 ヲ殺 シ タル ＝

人 を その 嘱託 を受 けて殺 した」 嘱託殺人

罪 、

「被殺者 ノ承諾 ヲ得 テ 之 ヲ殺 シ タル ＝ 人
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をその 承諾 を得 て殺 した」承諾殺人罪

の 計四 つ の 犯罪類型 が規定 され て い る 。

　 自殺教唆罪 と自殺幇助罪 は 、 自殺関与

罪 と して
一

括 され 、 そ の行為は 厂人を〜

させ た」 とい う使役動詞が用い られてい

る 。 こ れ に 対 して 、 嘱 託 殺 人 罪 と承 諾

殺 人 罪 は、 同 意 殺 人 罪 と して
一

括 され 、

「人を 〜殺 した」とい う能動形の 動詞が用

い られ て い る 。 同意殺人罪 は 、 犯罪行為

自体 は 199 条の （普通）殺人罪に 該 当する

が 、 被害者 の 嘱託又 は 承諾があ り、 法が

保護 して い る 生命 とい う利益 （法益）を被

害者 自身の 意思 で 放棄 した こ とに よ り 、

殺 害行為者 の 責任 が 減 軽 さ れ る の で あ

る 。 本来 は 殺 人 罪 の 亜 種 で あ る が 、
「6

月以 上 7年以下の 懲役又 は禁鋼」 の 刑罰

に処す る とい う法的 評価が 自殺関与罪 と

同 じなの で 、 同 じ条 に ま とめ られた と思

われ る 。 表現面か ら見 る と 、 整然 と整理

され て い る こ とが わ か る 。

　 こ の 条文 に規 定 され て い る犯罪構成要

件 を読 み取 り、そ の 要件 を満たす事 実を 、

数多 くの 証拠に 基づ い て認定 して い くの

が裁判過程 で ある 。 他方 、 大学で の 法律

学習 では 、証拠 に基づ く認定を 除い た言

語 的シ ミ ュ レー
シ ョ ン を使 い 、 法的思 考

を トレー ニ ン グして い るの で あ る。

　 こ の事件 で は 、 当初の 心 中の 申 し出が

女 性か らな され た と認 定 され て い る の

で 、 自殺教唆は成立せ ず 、 また 、 単独で

の 自殺の 実行を援助 した とは 言えな い の

で 、 自殺幇助 もは ず れ 、 同意殺人が 問題

に な る 。 そ こ で 、 殺 し て くれ と頼 まれ て

殺害行為を行 っ た嘱託殺人か 、 あ るい は

殺 して もか まわ な い か とい う申 し出に対

する承諾を得 て殺害行為を行 っ た承諾殺

人が 成立す るか 、 それ とも殺 害行為を実
’

行 した とい う点 で 、 殺人罪が成立 す るか

が争わ れ た 。

　刑 期が 「死 刑又 は無期若 しくは 3 年以

上 （現在 5 年）の 懲役」（有期 懲役 な ら一ヒ限

は 15 年 （現在 20 年））か 、
「6 月 以上 7 年

以 下 の 懲役又 は 禁錮」 は 大違 い で あ る 。

詳細 は省 略す るが 、裁 判所 は 、最終 的 に 、

被害者の 「自由な真意」と行為者の 「欺罔

と誤信」 を判断ポイ ン トと して 、 殺人罪

に 問擬 した の で ある が 、実際の 刑期は 同

意殺人 罪の 法定刑に お さ まっ て い る 。

　実務に お い て は 、 捜査段階か ら裁判段

階に 至 る まで 、犯 罪を め ぐる事実 は、事

件処 理 の 過程で 、 多種多様 な言葉 で表現

さ れ る 。 具体 的に は 数 多 くの 文書資料が

作成 され 、言葉 は悪い が、い わ ば言語表

現の 洪水状態で ある 。

　 こ の事件 は、男性 が 自首 した とい う認

定が な い の で 、 山中で 女性の 毒物死 体が

発見 され た こ とが捜査の 端緒に な っ た と

思 われ る 。 自殺 か 他殺 か とい う とこ ろか

ら出発 して 、警 察は被 害者 の 身元 の 割 り

出 し と周 囲の 聴 き取 りか ら捜 査を 開始

し 、 女性 と交 際 して い た男性 に 到達 し 、

事情聴取 の 上、 逮捕 して 身柄を確保 した

と思 わ れ る 。 こ こ ま で の 段 階 で 、 多 くの

調書 、 警察が作成する逮捕状請求書や裁

判所が発布す る 逮捕状 な どの 令状 関係の

文書が作 成 され 、検察段階の 捜査 で も各

種の 調書が作成され 、 それ らの事実記載

を総合的に判断 して 、 起訴す る か ど うか

の 終局処分が決定さ れ る 。

　起訴相 当 と判断され る場合は 、検察官

が起訴状を作成 し 、 その 中で 、 犯罪成立

の 前提 とな る事実 と して公訴事実 （一般

に、起訴事実 と言わ れ る）が記載 され る 。

これは い わば犯罪の骨格で あ っ て 、 それ
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を証 拠 で 証 明す べ き事実 群 と関連づ けた

犯罪 ス トー リー が 冒頭陳述 で あ る 。 その

後 、 こ の 検察側の ス トー リー をめ ぐっ て

証拠調べ が行 われ 、 論告 ・求刑 、 最終弁

論を経て 判決宣告 とな る （こ の 過程 で の

法廷 で の 言葉 の や り と りこ そ 、 古来 、 弁

論術 と して の レ トリ ッ クが技術体系を構

築 しよ う と試 み て きた法 廷 弁論 で あ る）。

　判決に お い て 、 結論で あ る主 文 ととも

に 、 その 理由づ けの 中で 裁判所が認定 し

た 事 実が確定 され 、 事件 に つ い て の 事実

関 係 の 表現 に 終局 的な 表 現 が 与 え られ

る 。 こ の 判決 に 不服 が あれ ば上訴 で き る

が 、
こ の 場合 、 上訴審の 判 断の 対象 は 、

事件の 事実その もの とい うよ りも 、 原審

の 裁判官が書 い た判決で あ り、 判決文の

言語的表現 の 細 部に 至 る まで再審査 が な

され る こ とも多い 。 三 審制な の で 、 上告

され れ ば 、 この 作業が 2 回繰 り返 され る

こ と もあ る 。

　 こ の
一連の 過程で 、 判断の 前提 とな る

事実関係は 、様 々な レベ ル で 言語 的に叙

述 され る 。
こ れ は最 も抽 象的な条文 レベ

ルか ら最 も具体的な事件 レベ ル ま で の 言

語表現の ア ナロ グ変換 、 つ まり連続性を

も っ た表現 の 変容で あ り、 その 過 程 の 中

に 法的思考 の 特質 をみ よ うとす る理 論 も

提唱 されて い る 。

　 もちろ ん 、 すべ て の 膨大な資料 を理論

的に 分析す る こ とは不 可 能で あ り、 また

研 究 者 に とっ て は資料 的 制約 もあ る 。 本

稿 も公刊 され た 判例集か ら取 り出 した
一

つ の 判決 の
一

部分 を見 た に す ぎない が 、

そ の
一斑は 見 て い た だ け た と思 う。
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一

般に
、 法律学に は論理 的な思考力が

重要で あ る と考 え られて い るが 、 それ以

上 にその 思考の 過程や結論を言葉で 表現

す る能力 も重要 で あ る 。 実務法曹 に な る

最大の 関門で あ る司法試験合格をめ ざす

法科大学院学生 の 最大の 関心事は 、 自分

の 論述能 力を 向上させ る こ とで あ るが 、

こ の 「論述 」とい う言葉に
、

「論」＝ 論理 と

「述」＝ 表現の 両面の 力が 重要で ある とい

う法律学の 本質が表れて い る 。

　表現学会で報告の 場を与え られ た機会

に
、 日頃は 主 と して 論理 展開を学ぶ 材料

と して 用 い て い る判例 を、 表現面つ ま り

「述 」に 焦点を 当て た見方を して み よ うと

い うの が 本稿の ね らい で あ っ た 。

　事実を記述す るに 当た っ て 、 ある明確

な意図を も っ て 選ばれ た表現は 、 明示的

あ るい は 黙示 的 に、提 供 され る情 報 の コ

ン トロ ー ル を行 っ て い る 。 その テ クニ ッ

クは 、 古来 、 レ トリッ ク理論の 中で 分類

され 、 命名され て きた 技法 と重 な る とこ

ろが 多い 。 言葉 の 使用 に鋭敏 で あ るべ き

法律家は 、 イ ン プッ ト ・ア ウ トプ ッ トの

両方の プ ロ セ ス に お い て 、 イン ター フ ェ

イス た る表現の 差異に 十分注意を払 う必

要が ある 。 論理 を表現 か ら読み取 り、 ま

た 、適切 な表現 を通 して 論理 を伝 え な け

れ ばな らない
。 その よ うな職業で あ る 。

　本稿 で は 省 略 し た が 、 学 会 当 日 は 、

［A ］・［B ］の 「事実の 概要」を読 ん で 法学

部の 学生が描い た 4 コ マ 漫画を 四 つ 紹介

した 。 犯罪 事 実関係をイ メー ジ的 に と ら

え る 練 習 と して 課 して い る 課題 で あ る

が 、 これ だ けの 限 られ た 情報か ら、 あ る

部分は想像力を加味 して 、実 に 多様な理
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解 に 基づ く、多彩 な画像表現 が提出され

る 。

　表現が二 つ に分 かれ るの が 、行為者の

キ ャ ラ クタ
ー 設定 で ある 。 だい た い 4 コ

マ 目の 殺害直後の 男性の 言動 と して 描か

れ る が 、 男性の 性格を い い 人 間 として と

らえ る 者は 「ごめん 」「す まない 」とい うセ

リフ と と もに 描い て い る が 、悪い 人 間 と

して と らえ る者は 「しめ しめ」「ウソ で す」

とい うセ リフ を付 けて い る。 言語表現の

受容 と画像表現 （言語表現は セ リフ 、 あ

る い は 内心を表す 吹 き出 しで 表現 しな け

ればな らない ）の 表出の 過程 におけ る表

現 の 偏差 も 、 言語 表現 の
一

つ の 特質 を見

せ て くれ るよ うに思 われ る 。

注

1）平 野敏彦 「弁論術 と して の レ トリッ ク

　ー法学 か らの ア プロ
ー

チ
ー

」 菅野盾 樹

編 『レ トリ ッ ク論を 学ぶ人の ため に』世

　界思想社 、 2007 年 、 4−24 頁を参照 。

　　　　　　　　　　　　 （広島大学）

◇表現 研 究関 連文献紹介

糸井通浩 ・半澤幹一 （編）『日本語表現学

を学ぶ人 の ために』 （世界思想 社、 平成

21 年 8 月 刊、 2
，
400円 ＋ 税）

　表現学会 の 平成 21 年現 在の 役員 と会

員が 中心 とな り編纂 され た 日本語表現学

の 手 引書 。 13 名 が 執筆 。 前 ・ 現代表 理

事 が 編集 。 5 章 13 節 の 構 成 。 あ と が き

の 代わ りに 、 日本語表現学の 歴史を概説

した節を含む 「付章 ：日本語表現の 研究」

が 収録 されて い る 。 総頁数は 278 頁 。

　 日本語表現の 基礎 （言語 ・認知 ・コ ミ ュ

ニ ケー
シ ョ ン と表現）、 機構 （表現 の 視点 ・

主 体 、対象 ・場 面 、展 開 ・構造 ）、 諸相 （音

声 ・文字 、 語彙 ・文法 、 文章 ・談話 と表

現）、 歴史 （文章表現 ・ 談話表現の 歴史）、

外国語表現 との 対照研 究 （中国語 表現 と

の 比較対照 、 英語 と日本語 の 依頼表現 の

比 較 対 照 ） の 5 章 13 節。 5 部 13 章 と表

現するほ うが 適切な概説書で ある 。

　 日本語表現 学は 、 ま だ体系を 持 っ た 学

と し て は確立され てい な い 。 しか し、 日

本語 に は 日本語な りの 伝統的な様式と言

語形式が培わ れ て い る。 本書は 、 文章作

法や 解釈だけ で は な く、 言語上の 特質を

踏ま え て 、 日本語に よ る表現 の 持つ 機構

や構造 も明 らか に す る こ とを 目標に して

い る 。 文体論や 、 談話分析 、 語用論 、 テ

クス ト言語学に も 関わ る研 究分野 を 、
「表

現学」 と して 体系的に ま とめ る こ とをめ

ざ して い る （p．ii）。 今後 の 新 しい 研 究 と

日本語表現学 の 樹立 に寄与 し 、 そ の 学習

者 対 象 に 編集 され た宿 望 の 書 で あ る 。

　 日本 語表現 学 の 多様な領域の 方向性を

示唆 し、 「表現学」の 全体像を示す こ とに

成功 して い る 。 表現学の 研究者に は必 携

の 書に なる であろ う。 　　　 （吉村耕治）
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